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第２回コースの経緯と概要
　JICA研修「火山学・総合土砂災害対策コース」の第２回コ
ースは、昨年３月16日から９月10日まで実施する予定でした。
研修員の受入準備を整え、来日を待つばかりであった３月11日、
東日本大震災が発生しました。地震の被害調査や対応策の検討
などで、本件コースの講師の方々には講義をお願いできる状況
でなくなりました。また、交通機関やライフラインにも地震の
影響が出ていることに加え、東京電力福島第一原発の事故が市
民生活の混乱に拍車をかけている状況では、研修員も来日を躊
躇するであろうと思われたため、関係者による協議の結果、急
遽、開始を延期することになりました。
　その後、地震の影響も徐々に収まりをみせてきたので、再度
関係者間で協議を行い、ほぼ当初のカリキュラム通りに７月13
日から12月17日まで開催することになりました。４ヶ月程度の
遅れで第２回コースを開催することができたのは、関係者の皆
様方のご理解とご協力の賜と考えます。この場をお借りして、
心から感謝を申し上げます。
　受入期間の変更はありましたが、１名の研修員（マレーシア）
を除き、当初の受入予定者から参加の回答があり、最終的には
中国、コンゴ（民）、インドネシア、フィリピン、エルサルバ
ドル、マレーシア、ネパール、パキスタン、ベネズエラの９ヶ
国計11名（火山学で５名、総合土砂災害対策で６名）の研修員
が参加をしました。これに加えてフィリピンから、無償資金協
力事業「カミギン島防災復旧計画」のカウンターパート１名が、
個別研修以外（註）の部分に参加しました。
　今回は、東日本大震災後の受入れであり、各国で防災の一翼
を担っている研修員に、自然災害の凄まじさを理解してもらい、
自らの業務の大切さを再認識してもらう絶好の機会であると考
え、石巻市の被災状況視察を急遽研修日程に加えました。研修
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員からは大津波の恐ろしさ、地震による地盤沈下や斜面崩壊の
状況を直接見ることができ、大変参考になったとの感想が述べ
られました。
註：�本件コースは、共通プログラム、火山学コースと総合土砂災害対策コースと
に分かれての分野別プログラム、及び各研修員ごとの個別研修で構成されて
いる。

STCでの個別研修
　当初受け入れる予定であったマレーシアの研修員は、受入期
間の変更により業務の都合で参加できなくなりました。このた
め、マレーシア政府から代替候補者の受入要請が提出され、検
討の結果、気象局トレンガヌ地方事務所のヌリシャム・ビン・
ムハマドさんを受け入れることとなり、個別研修は当センター
で行うことになりました。
　ヌリシャムさんは９月26日から12月13日まで斜面保全部の指
導の下、降雨指標を用いた土砂災害の警戒避難基準の作成につ
いて研修を行いました。当初、本人はマレーシアのケースを使
った研修を希望していたのですが、雨量データが限られている
ことに加え、地形図も入手できないため、日本のケースを使っ
ての研修となりました。この間、モデルサイトとして取り上げ
た新潟県長岡市（旧栃尾市）の平成16年７月新潟・福島豪雨の
水害被災箇所や雨量観測所の現地調査も行いました。
　ヌリシャムさんは1979年７月生まれの32歳で、マレーシアに
家族を残しての来日でした。毎朝幡ヶ谷にあるJICAの東京国
際センターから市ヶ谷の当センターまで通って来て、真面目に
こつこつと研修に励んでおりました。また敬虔なイスラム教徒
で、毎週金曜日には昼休みに代々木上原のモスクにお祈りに通
っていました。例年の受入期間は３月から９月までなのですが、
今年は７月から12月までとなりましたので、東京の夏から初冬
までの季節を経験しました。長岡市ではわずかの量ではあった
のですが、雪が見たいとの念願を果たすことができたと喜んで
いました。
　この研修は受入期間が長いので、ヌリシャムさんは次々と来
日する研修員たちから頼りにされる存在になっていたようで
す。東京タワーには、案内を頼まれて５回も行ったそうで、本
人は「もう東京タワーには行きたくない」と言っていました。
　日本語も少しずつ覚え、毎日夕方には「また、お会いしまし
ょう」と言って帰って行きました。
　帰国後、大雨などの影響で発生する土砂災害で怪我をしたり、
命を落とす住民が出ないよう、日本での研修成果を大いに役立
ててほしいと思います。また、日本文化への理解も進んだよう
ですので（日本のアニメやキャラクターのファン）、日本とマ
レーシアの架け橋となってくれるよう期待しています。

京大井口先生の研究室での講義

長岡市（旧栃尾市）での現地調査

鹿児島大小林先生を囲んでの現地研修
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